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論文 調査 委員 教 授 木 村 忠 司 教 授 翠 川 修 教 授 脇 坂 行 -
論 文 内 容 の 要 旨
移植肝癌に対する mitomycinCの動脈内注入と門脈内注入の効果を比較し, 肝腫癌の血行を色素液注
入法を用いて検索した｡ Brown･Pearce癌の細胞浮遊液を肝実質に直接穿刺で移植し, 7-9日後 mito･
mycinC2mg/kgを固有肝動脈あるいは門脈内に注入した｡ 更に 3-6日後肝腫癌の発育を観察し, 肝
腫癌の血行を明らかにするために肝動脈と門脈内に着色ゼラチン液を健常家兎の動脈圧, 門脈圧のそれぞ
れ 2倍の圧で注入し, 次のような結果を得た｡

















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
加戸弘二は肝癌に対する制癌剤の治療効果を高める目的で肝動脈内注入と門脈内注入の比較 を行 なっ
た｡




1) 動脈内注入, 門脈内注入ともに対照に比して明らかな効果が見られた｡ 動脈内注入は腫痴増大の抑
刺, 腫癌細胞の変性の点では門脈内注入よりすぐれ, 線維化および肝内遠隔転移の抑制という点では両者
間に差は見られなかった｡
2) 色素注入の結果については, 大きな腫癌巣の内部では動脈性色素のみが見られ, 辺縁部では一部に
門脈性色素が見られた｡ 肝実質では門脈性色素が優勢であるが大きい腫癌巣に近づくにしたがって動脈性
色素が増加し, 門脈性色素が減少する傾向があり, 腫療組織に按する部では両者同程度であった｡ 小転移
巣では両方の色素がほぼ同程度に見られた MMCの注入で変性または線維化した腫痴巣の周囲では線維
性結合組織には動脈性色素のみが見られ, 肝組織には動脈性色素が対照に比して優勢であった｡
よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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